
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

令和6年度は2025年日本国際博覧会記念千円銀貨幣（第二次発行）のロゴマーク

部分に虹色発色加工のほか、メダル等への梨地加工、ホログラム潜像加工等のさま

ざまな技術の実用化を図った。 

（参考）研究成果の製品への実用化例 


